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バスと乗用車の輸送人員の変遷

バス輸送人員
1970年 118.1億人

2004年 59．9億人
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バス

乗用車計
2004年 59．9億人

公共交通（バス）の全盛期 公共交通に関する制度設計
がなされた時代

出典：日本自動車会議所：「陸運統計要覧」，2007
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20120301 交通実践セミナーin山口

なぜ、自治体が公共交通を考える必要があるのか？

自動車の利用増大
（自動車利用が前提の社会）

地域の商店・医療施設の縮小・移転・廃業

高齢化

運転できない・しない高
齢者数の増大

自動車を使えれば問題ないが・・・

高齢者の交通
事故増加

免許返納

交通事業者の厳しい状況

路線の廃止・縮小 市民の移動手段の確保

自治体の新たな役割（ここ10数年のこと）

過疎化

地域内の助け合いも困難に
目的地の遠隔化

買い物難民600万人

中山間の過疎地域のみでなく、
郊外の団地などでも深刻化
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これからの高齢者は免許を持っており、
今までの高齢者とは違うという指摘がある。
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免許保有率（男女計）

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79

80 ～ 84

85歳以上

総 数

免許保有率（男女計）（％）2011年初（免許は2010年12月31日、人口2011年1月1日）

出典：警察庁交通局運転免許課：「運転免許統計 平成20年版」，2009 より作成
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免許保有率（男）

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79

80 ～ 84

85歳以上

総 数

免許保有率（男）（％）2011年初（免許は2010年12月31日、人口2011年1月1日）

出典：警察庁交通局運転免許課：「運転免許統計 平成20年版」，2009 より作成
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免許保有率（女）

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79
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85歳以上

総 数

免許保有率（女）（％）2011年初（免許は2010年12月31日、人口2011年1月1日）

出典：警察庁交通局運転免許課：「運転免許統計 平成20年版」，2009 より作成
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免許保有率の変化（2002→2011）
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2010年
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出典：警察庁交通局運転免許課：「運転免許統計 平成13、22年版」，2002,2011 より作成
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地方都市における状況

自動車の利用増大
（自動車利用が前提の社会）

地域の商店・医療施設の縮小・移転・廃業

高齢化

運転できない・しない高
齢者数の増大

自動車を使えれば問題ないが・・・

高齢者の交通
事故増加

免許返納

交通事業者の厳しい状況

路線の廃止・縮小 市民の移動手段の確保

自治体の新たな役割（ここ10数年のこと）

過疎化

地域内の助け合いも困難に
目的地の遠隔化

買い物難民600万人

中山間の過疎地域のみでなく、
郊外の団地などでも深刻化
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免許返納者は本当にいるのか？
免許返納と返納者の意識・行動
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岡山県の免許返納制度

岡山県では独自に
「おかやま愛カード」を発行

岡山県

2009年11月25日～

協賛店での割引サービス
一部地域でのタクシー1割引き
県内全路線バスが半額

（2010年2月1日～）

これまでに愛カードを取得
した人は10,000人を超える

（2012年3月時点）
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出典：山陽新聞，2012.2.27朝刊より
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おかやま愛カードの発行状況

岡山県では独自に
「おかやま愛カード」を発行

岡山県 2009年11月25日～

協賛店での割引サービス
一部地域でのタクシー1割引き
県内全路線バスが半額

（2010年2月1日～）

これまでに愛カードを取得
した人は10,000人を超える

（2012年3月時点）

愛カード取得者を対象に分析

愛カード取得者の住所データを
GISで地図上にプロットして分析
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おかやま愛カード

• 身体機能に不安を抱えながら運転を
継続している高齢ドライバーの返納促進

• 高齢者の交通安全を確保

• 返納者に対する生活支援

目的

対象者

岡山県内に住む65歳以上の免許返納者
すでに返納されている人(5年以内）

失効されている人(3年以内）

免許返納者の94%が愛カード取得者

愛カード取得者 免許返納者
として分析
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おかやま愛カード取得者について

愛カード取得者の内訳

18.2%

28.6%

81.8%

71.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65-69歳

(N=511)

70-74歳

(N=1534)

50.5%

67.8%

87.9%

49.5%

32.2%

12.1%

(N=1534)

75-79歳

(N=1308)

80-84歳

(N=1221)

85歳以上

(N=555)

男性 女性カイ二乗値 自由度 Ｐ　値
959.7602 4 0.0000
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津山市を対象に分析

免許返納者(N=276)2010年10月

免許保有者(N=13755)2011年1月

免許返納者・免許保有者の居住地特性

津山市の中心部では
免許返納率の高い地区が集中

津山市役所

津山駅

中心部から外れた地区では、
返納者がいない所も多く
免許返納は進んでいない
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免許返納者
(N=276)

免許保有者
(N=17355)

0-100m 100-200m 200-300m 300m‐(P値：0.038)*

**(-)

免許返納者・免許保有者の居住地特性
最寄りバス停までの距離

免許返納者では
バス停300m圏外が少ない

50%

41%

21%

25%

17%

22%

12%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免許返納者
(N=276)

免許保有者
(N=17355)

0‐500m 500m-1km 1‐2km 2km-(P値：0.022)*

**(+) *(-)

0-100m 100-200m 200-300m 300m‐(P値：0.038)*

最寄り病院までの距離

免許返納者では
病院500m圏内の割合が高い
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11%

8%

18%

18%

34%

33%

37%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免許返納者
(N=276)

免許保有者
(N=17355)

免許返納者・免許保有者の居住地特性
最寄り駅までの距離駅・店舗では有意な違いは見

られなかった

免許返納と施設までの距離は関
連していると思われるが

自動車への依存度

40%

37%

28%

27%

15%

16%

17%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免許返納者
(N=276)

免許保有者
(N=17355)

0‐500m 500m-1km 1‐2km 2km-(P値：0.547)

0‐500m 500m-1km 1‐2km 2km-(P値：0.177)

最寄り店舗までの距離

世帯構成

健康状態

など、人それぞれ免許返納に影
響を与える要因は異なると考え
られる。

アンケートを踏まえて分析
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愛カード取得者・家族にアンケートを実施

返納前後での生活の変化や意識について

アンケート調査の概要

調査名 第1回調査 第2回調査 第3回調査

対象者 愛カード取得者本人 愛カード取得者の家族 愛カード取得者本人

調査方法 聞き取り調査 郵送配布・郵送回収
電話による聞き取り調

査

調査実施期間 2010年5月 2010年9月
2010年12月～

調査実施期間 2010年5月 2010年9月
2010年12月～

2011年1月

有効サンプル数 447部 188部 205部

主な調査項目

・個人属性
・健康状態

・返納前の運転頻度

・返納理由
・返納後に困ったこと
・買物，通院行動につ
いて
・公共交通利用状況
・送迎の状況

・返納理由
・返納後の移動手段

・公共交通利用状況
・返納による生活の変化
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全運転する自信がなくなった

事故を起こしたことがあるため

事故を起こして迷惑をかけたくない

怪我・病気・視力など体調のため

事故を起こさないため

節目の年をきっかけに

免許返納理由

とても当てはまる まあ当てはまる どちらでもない

あまり当てはまらない 全く当てはまらない

免許更新や年齢など節目の年

家族などに返納を勧められて

車・バイクを運転していなかった

愛カードのサービスを受けるため

返納は本人の意志なのか？

約4割 勧められて返納
約6割 自主的に返納

自ら運転をやめるとは
どういうことなのか？

20



20120301 交通実践セミナーin山口

自主的・勧められての返納の要件
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-1 -0.5 0 0.5 1 1.5

0-5分(N=144)

6-10分(N=76)

11分以上(N=39)

わからない(N=53)

1時間2本以上(N=92)

1時間1本(N=62)

数時間に1本以下(N=88)

最寄りバス停
までの時間

（徒歩）

バス
運行本数

非充実 充実

0.96

1.57

アイテム
レンジ

公共交通充実とは

わからない(N=70)

0-1km(N=100)

1-2km(N=78)

2-3km(N=49)

3km以上(N=85)

101本以上(N=83)

51-100本(N=118)

1-50本(N=111)

非充実 やや充実 充実

-0.6065 0.1002 0.7097
軸の重心

N=312　相関比：0.2905　的中率：59.6％

最寄り駅
までの距離

鉄道
運行本数

0.80

0.76
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-1 -0.5 0 0.5 1 1.5

週1回以下(N=47)

週数回(N=42)

毎日(N=93)

週数回以上(N=51)

月数回(N=60)

ほぼなし(N=71)

返納前の
運転頻度

現在の
送迎頻度

困っている 困っていない

1.01

0.76

アイテム
レンジ

勧められて返納した人が困っている要因分析

(N=71)

週数回以上(N=100)

月数回(N=41)

行かない(N=41)

充実(N=42)

やや充実(N=59)

非充実(N=81)

現在の
買物頻度

公共交通
の充実度

1.13

1.76

困っている 困っていない

-0.4824 0.3231

N=182　相関比：0.1567　的中率：68.1%

軸の重心
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地域別に見た特徴

地域分類

都市部 ・・・ DID地区（2005年国勢調査）

中山間地域・・・岡山県の定義する中山間地域

郊外部 ・・・都市部・中山間地域以外の地域

※中山間地域の定義

山村・特定農山村地域・過疎地域

郊外部 ・・・都市部・中山間地域以外の地域
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地域別に見た特徴
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地域別に見た特徴

返納後の生活で困っているか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市部
(145)

郊外部
(107)

(--) (+)

(-)

都市部では、

返納後の生活に困っている
返納者が少ない

中山間
(116)

大変困っている 少し困っている

どちらでもない あまり困っていない

全く困っていない
カイ二乗値 自由度 Ｐ　値
16.5426 8 0.0352

独立性の検定 5％有意

＜残差分析＞
割合が高い (++)1％有意 (+)5％有意
割合が低い (- -) 1％有意 (-) 5％有意
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都市部 と
郊外部・中山間地域では

自由に外出できず困る

公共交通が充実していない

近くにスーパーや病院がな
く生活に困るく生活に困る

お使いや送迎の頼みづらさ

で違いが見られた
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居住地特性

免許返納は施設が近く、生活がしやすい都市部では進んでいるが、
中山間部のような自動車に依存する地域では進んでいない（返納したくてもで
きない）

返納の要因と返納後の生活

勧められて返納した人は
自立した移動ができない人・買物に行かない人が困っている

自立した移動を確保するため
きめこまやかなバスサービス・デマンドバス・乗り合いタクシーなど
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地方都市における状況

自動車の利用増大
（自動車利用が前提の社会）

地域の商店・医療施設の縮小・移転・廃業

高齢化

運転できない・しない高
齢者数の増大

自動車を使えれば問題ないが・・・

高齢者の交通
事故増加

免許返納

交通事業者の厳しい状況

路線の廃止・縮小 市民の移動手段の確保

自治体の新たな役割（ここ10数年のこと）

過疎化

地域内の助け合いも困難に
目的地の遠隔化

買い物難民600万人

中山間の過疎地域のみでなく、
郊外の団地などでも深刻化

29



20120301 交通実践セミナーin山口

目的地の遠隔化の影響

高齢化・過疎化
⇒小売店舗や医療機関、交通機関等の生活インフラの弱体化

高齢者を中心に約600万人

中山間地域

日常的な生活に不便を感じている居住者の増加日常的な生活に不便を感じている居住者の増加

買い物難民

＜買物分野＞

＜医療分野＞

・テレビ電話やインターネットを通じた遠隔医療

・移動販売や宅配サービスの推進

・公共交通手段の確保

国や自治体の主な取り組み

出典：経済産業省「買物弱者を支えていくために
～20の事例と7つの工夫ver1.0～」

・商店街の維持
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しかし・・・
買物・医療サービスが多様化する中で、サービスに対する居住者
の価値構成は十分把握できていない

目的

居住者がどのようなサービスを望んでいるかを把握し、
地域ごと、買物・医療ごとにサービスを検討していくことが必要

宅配サービス 公共交通

or

居住者の買物・医療サービスに対する満足状況と
それに影響を及ぼす要因を検討する

目的
どちらが求められてる？
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調査対象地域

芳井地区
美星地区

岡山県井原市

岡山県中西部に位置し、
中心部の平野部から、

北部の山間部まで幅広い
地域特性を有する

井原地区
井原駅

井原市役所平成22年
人口
（人）

高齢化率
（％）

井原地区 33,951 28.8

芳井地区 5,131 37.6
美星地区 4,845 41.4

井原市全体 43,927 31.3

資料： 平成22年国勢調査

地域特性を有する
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居住地分類

・美星

・芳井（郊外）

・芳井（中心部）

55地域に分類して地域に分類して
分析分析都市計画区域外

33

・用途地域

・白地地域

都市計画区域内

・・・地理的特徴を踏まえ3分類

有効回答者



20120301 交通実践セミナーin山口

アンケート調査概要

買物・医療それぞれの日常行動・意識・サービス活用意向等を調査

調査名
井原市の公共交通及び持続可能性を

考えるためのアンケート調査

調査対象地域 井原市全域

配布・回収方法 無作為抽出後、郵送配布・郵送回収

調査時期 2011年12月

配布票数 1,500票

回収票 881票

回収率 58.7%

主な調査項目

●個人属性
●日常の買物・通院行動
●公共交通・移動販売等の利用状況
●公共交通・移動販売等の活用意向
●買物・医療に関する意識
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買物・医療における不便状況の傾向把握
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

用途地域
(n=178)

白地地域
(n=187)

芳井中心部
(n=58)

*(-)

**(-) **(+)

**(+)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

用途地域
(n=186)

白地地域
(n=194)

芳井中心部

**(-) **(+)

買物・通院に不便を感じている居住者の特徴

＜買物＞ ＜医療＞

居住地別

(n=58)
芳井郊外

(n=82)
美星

(n=156)

不便 どちらでもない 不便でない

**(+) **(-)

(n=60)
芳井郊外

(n=88)
美星

(n=163)

不便 どちらでもない 不便でない

**(+) **(-)

**(-)**(+)

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0002 **

山間部（芳井郊外・美星）ほど不便に感じている
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

用途地域
(n=178)

白地地域
(n=182)

芳井中心部
(n=60)

*(-)

**(+) **(+)

*(+)

*(+)

**(-) **(-)

**(-)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

用途地域
(n=165)

白地地域
(n=166)

芳井中心部

*(-)

*(-)

**(-) **(-)

**(+) **(-)

買物・通院に不便を感じている居住者の特徴

施設までの所要時間（居住地別）

＜買物＞ ＜医療＞

(n=60)
芳井郊外

(n=82)
美星

(n=151)

5分以内 6～10分 11～15分 16分以上

**(+)

**(+)

**(+)

**(-)

**(-)(n=53)
芳井郊外

(n=76)
美星

(n=132)

5分以内 6～10分 11～15分 16分以上

**(-)

**(-)**(-) **(+)

**(+)**(-)

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

山間部ほど店舗や病院まで遠い
⇒不便さに大きく影響している

37



20120301 交通実践セミナーin山口

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=80)

10分以内(n=56)
**(-) **(+)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=85)

10分以内(n=53)
*(-) *(+)

買物・通院に不便を感じている居住者の特徴

※徒歩・自転車利用者のみを対象施設までの所要時間

＜買物＞ ＜医療＞

11分以上(n=24)

不便 どちらでもないor不便でない

**(+) **(-)
11分以上(n=32)

不便 どちらでもないor不便でない

*(-)*(+)

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0242 *

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0033 **
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

5分以内
(n=140)
6～10分
(n=164)

11～15分
(n=117)

**(+)

*(+)

**(-)

*(-)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5分以内
(n=129)
6～10分
(n=185)

11～15分
(n=109)

**(+)

**(-)

**(-)

**(-)

**(+)

**(+)

買物・通院に不便を感じている居住者の特徴

※自動車利用者（自分で運転）のみを対象施設までの所要時間

＜買物＞ ＜医療＞

(n=117)
16～20分

(n=59)
21分以上

(n=67)

不便 どちらでもない～不便でない

**(+) **(-)

**(+) **(-)
(n=109)

16～20分
(n=62)

21分以上
(n=54)

不便 どちらでもないor不便でない

**(-)

**(-)

**(+)

**(+)

所要時間が11分以上になる
と不便に感じる割合が高くなる

所要時間が16分以上になる
と不便に感じる割合が高くなる

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

不便 どちらでもない～不便でない

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

5分以内
(n=140)
6～10分
(n=164)

11～15分
(n=117)

**(+)

*(+)

**(-)

*(-)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5分以内
(n=129)
6～10分
(n=185)

11～15分
(n=109)

**(+)

**(-)

**(-)

**(-)

**(+)

**(+)

買物・通院に不便を感じている居住者の特徴

※自動車利用者（自分で運転）のみを対象施設までの所要時間

＜買物＞ ＜医療＞

居住地、活動目的（買物・医療）によって不便さの感じ方は異なる

(n=117)
16～20分

(n=59)
21分以上

(n=67)

不便 どちらでもない～不便でない

**(+) **(-)

**(+) **(-)
(n=109)

16～20分
(n=62)

21分以上
(n=54)

不便 どちらでもないor不便でない

**(-)

**(-)

**(+)

**(+)

所要時間が11分以上になる
と不便に感じる割合が高くなる

所要時間が16分以上になる
と不便に感じる割合が高くなる

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

**:1%有意　*:5%有意

Ｐ　値 判　定

0.0000 **

地域別、買物・医療別に支援方法を検討する必要性
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買物・医療サービスの重要度に関する要因分析
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居住地分類

・美星

・芳井郊外

郊外部 不便状況の傾向を踏まえた上で

中心部と郊外部に統合
⇒居住地別に分析

・芳井中心部

・用途地域

・白地地域

中心部

有効回答者
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分析方法の概要

買物・医療サービスの価値構成を把握するため・・・

AHPにより各サービスが有する重要度を算出

AHPとは

トレードオフの関係にある評価項目を一対比較法により
数量化する手法数量化する手法

＜回答例＞

価格

機能 デザイン

ある製品に対する選好意識

63.7% 25.8% 10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格 機能 デザイン

（重要度算出結果）
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買物・医療サービスの調査項目

世帯での自動車利用が困難となった場合を想定

分類 調査項目

買物

・公共交通を利用し，店舗で買物する

・移動販売を利用し，自宅近くで買物する

・宅配サービスを利用して商品を購入する

・知人に商品を買って来てもらう

C.I.（整合度指数）＜0.15となるサンプルを
有効サンプルとして採用

一対ずつ相互に比較

医療

・公共交通を利用し，病院で診察を受ける

・医師が自宅へ訪問する在宅医療を利用する

・インターネット等を利用した遠隔診断を受ける

・知人に病院まで送迎してもらい診察を受ける
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AHPによる重要度の算出結果

39.3% 24.5% 12.3% 23.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通 在宅医療 遠隔医療 知人援助

36.9% 27.9% 20.6% 14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有効サンプルの重要度の平均

＜買物＞ ＜医療＞

公共交通 在宅医療 遠隔医療 知人援助公共交通 移動販売 宅配サービス 知人援助

(N=437) (N=303)

「公共交通」「移動販売」 「公共交通」「在宅医療」

「都市部」「郊外部」ごとに
重要度に影響を及ぼす要因を数量化Ⅰ類を用いて分析

重要度の高い２つのサービスに着目
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-0.15 -0.05 0.05 0.15

49歳以下(n=32,10)
50～64歳(n=45,27)
65～74歳(n=35,14)
75歳以上(n=15,12)

夫婦(n=45,16)
二世代(n=59,25)

-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15

公共交通 移動販売

中心部中心部 郊外部郊外部

公共交通 移動販売（重要度）

高低

年齢

世帯構成

（n=中心部，郊外部）

買物サービスに関する重要度の要因分析

二世代(n=59,25)
三世代(n=22,22)
所有(n=117,59)

なし(n=9,4)
5分以内(n=45,8)

6～10分(n=49,11)
11～15分(n=21,12)
16分以上(n=11,32)

5分以内(n=85,30)
6～10分(n=30,12)

11分以上(n=11,21)
利用している(n=74,26)

利用していない(n=52,37)
インター
ネット

自由に
使える車

利用店舗
までの
所要時間

最寄りバス
停までの所
要時間

N=126 N=126 N=63 N=63 46
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-0.15 -0.05 0.05 0.15

49歳以下(n=32,10)
50～64歳(n=45,27)
65～74歳(n=35,14)
75歳以上(n=15,12)

夫婦(n=45,16)
二世代(n=59,25)

-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15

公共交通 移動販売

中心部中心部 郊外部郊外部

公共交通 移動販売（重要度）

高低

年齢

世帯構成

（n=中心部，郊外部）

買物サービスに関する重要度の要因分析

二世代(n=59,25)
三世代(n=22,22)
所有(n=117,59)

なし(n=9,4)
5分以内(n=45,8)

6～10分(n=49,11)
11～15分(n=21,12)
16分以上(n=11,32)

5分以内(n=85,30)
6～10分(n=30,12)

11分以上(n=11,21)
利用している(n=74,26)

利用していない(n=52,37)
インター
ネット

自由に
使える車

利用店舗
までの
所要時間

最寄りバス
停までの所
要時間

中心部

郊外部
高齢層ほど「公共交通」を重視

郊外部 ・・・若年層ほど「移動販売」を重視

N=126 N=126 N=63 N=63 47
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-0.15 -0.05 0.05 0.15

49歳以下(n=32,10)
50～64歳(n=45,27)
65～74歳(n=35,14)
75歳以上(n=15,12)

夫婦(n=45,16)
二世代(n=59,25)

-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15-0.15 -0.05 0.05 0.15

公共交通 移動販売

中心部中心部 郊外部郊外部

公共交通 移動販売（重要度）

高低

年齢

世帯構成

（n=中心部，郊外部）

・・・店舗まで66分以上分以上要するエリアで「公共交通」を重視中心部

・・・店舗まで66～～1010分分程度要するエリアで「公共交通」を重視郊外部

買物サービスに関する重要度の要因分析

二世代(n=59,25)
三世代(n=22,22)
所有(n=117,59)

なし(n=9,4)
5分以内(n=45,8)

6～10分(n=49,11)
11～15分(n=21,12)
16分以上(n=11,32)

5分以内(n=85,30)
6～10分(n=30,12)

11分以上(n=11,21)
利用している(n=74,26)

利用していない(n=52,37)
インター
ネット

自由に
使える車

利用店舗
までの
所要時間

最寄りバス
停までの所
要時間

N=126 N=126 N=63 N=63 48
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中心部 ・・・高齢層ほど「公共交通」を重視

・・・高齢層ほど「在宅医療」を重視郊外部

郊外部の高齢層は移動による負担移動による負担から
「在宅医療」を重視する傾向が強いと考えられる

年齢

医療サービスに関する重要度の要因分析

利用病院までの所要時間

中心部

郊外部

・1111～～1515分分要するエリアでは「公共交通」を重視

・1616分以上分以上要するエリアでは「在宅医療」を重視

病院から遠いエリア病院から遠いエリアでは「在宅医療」は重視される傾向
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• 地域特性・居住者特性に応じて、求めるサー
ビスに違いがある。

• 一つだけを提供すれば良いという訳でもなさ
そう。
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公共交通を提供するとして、地域特性に即するとは？
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沿線人口とバス利用者数の関係

R2 = 0.7606

2,000

2,500

バ
ス

乗
降

客
数

（
人

／
日

）

全路線 8,11を除く 線形 (全路線) 線形 (8,11を除く)

R2 = 0.2151

R  = 0.7606

0

500

1,000

1,500

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000
Ｘ：沿線人口（人）

バ
ス

乗
降

客
数

（
人

／
日

）

出典：豊田市資料
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バス利用者数と沿線人口には密接な関係がある

人口密度の低い地域は、公共交通には不向き

それでも何らかの公共交通を導入したいそれでも何らかの公共交通を導入したい

デマンド交通
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路線バス・デマンドバスの評価比較
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バス・タクシーなどの公共交通の
需給調整規制の撤廃

路線バス路線バス交通空白地域交通空白地域

移動手段に
困る人が増加

高齢化の進展

自動車利用を中心とした社会

赤字赤字

背景

中山間地域や地方都市の住民の交通手段の確保が重要な課題

利用者それぞれの希望時間帯、乗降場所などの
要望（デマンド）に応える
新たな公共交通システム

デマンド交通システムデマンド交通システム(Demand(Demand Responsive TransportResponsive Transport；；DRT)DRT)の導入

DRTDRT

不採算路線の減便・廃止不採算路線の減便・廃止

様々な地方都市でDRTの導入が進められている

困る人が増加自動車が運転できなくなる自動車が運転できなくなる
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岡山県岡山県 総社市総社市

調査対象地域

人口67,503人
（平成23年12月末日現在）
人口県内第4位

・路線バス減便・廃止
・DRT導入
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DRT導入時，4路線で
不採算路線バスの減便・廃止が行われた

路線バスの概要

減便
6→2
減便
6→2

総社市 路線バスの減便・廃止状況

減便
6→2
減便
6→2

減便
9→3
減便
9→3

廃止廃止
77→→00
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昭和エリア

池田エリア

東部エリア

雪舟くん 市内を運行するDRT

（２０１１年４月本格運行開始）

総社市DRTの概要

総社市 DRT概要

東部エリア

西部エリア

共通エリア

市街地に設定

5つのエリアで運行
運行時間：
８時～１６時の１時間ごと
１時間前までの予約が必要
運賃：1乗車300円

総社市DRT運行エリア 各地域でDRTに関する評価は異なる？
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地域ごとにポスティングによる
現地配布

3939％％

回収率

昭和エリア
中心部 池田エリア

共通エリア 調査項目

1,500部配布

総社市全域

アンケート調査概要

西部エリア

共通エリア

共通エリア
周辺部

調査項目
○外出状況
○バスの利用状況
○バスの位置づけ・満足度
○路線バス・DRT選好意識
○個人属性

昭和エリア
周辺部

市街地に設定

アンケート調査結果から分析
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共通エリア
(N=108)

共通エリア周辺部
(N=114)

西部エリア

*(+)

*(-)

**(+) **(-)

あなた自身にとって路線バス・DRTどちらが利用しやすいですか？

中心部になるほど
DRTを選好する割合が低く
路線バスを選好する傾向

中心部中心部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=110)

昭和エリア中心部
(N=64)

昭和エリア周辺部
(N=113)

池田エリア
(N=47)

路線バス どちらでもない DRT N=556

**(+)

**(+)

**(-)

（Ｐ値 ： 0.0000）

DRTを選好する傾向

郊外部郊外部
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56
44

47
356

N=503

以前路線バス以前路線バス 新たなバス交通新たなバス交通

交通体系変化前後でのバス交通利用変化

利用
非利用 使わなくなる人

使い続ける人利用

非利用
利用

使わない人

使い始める人

非利用

以前路線バス以前路線バス 新たなバス交通新たなバス交通

交通体系変化
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い続ける(N=54)

使わなくなる(N=38)

使い始める(N=46)

使わない(N=348) **(+)

**(+)

**(-)

**(-)

*(-) *(-)

事前路線バス事前路線バス利用者利用者

事前路線バス事前路線バス非利用非利用

あなた自身にとって路線バス・DRTどちらが利用しやすいですか？

路線バス どちらでもない DRT N=486

使い続ける人・使わなくなる人
路線バス・DRTの選好に違いが無い

事前路線バス事前路線バス利用者利用者

使い始める人
DRTを選好する割合が高い

使わない人
DRTを選好する割合が低い

事前路線バス事前路線バス非利用非利用

✓どこの人が使わなくなっているのか？
✓どこの人が使い始めているのか？
✓どこの人が使わなくなっているのか？
✓どこの人が使い始めているのか？
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使い続ける(N=56)

使わなくなる(N=44)

使い始める(N=47)

エリア別のバス利用変化

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使わない(N=356)

共通エリア 共通エリア周辺部

西部エリア 昭和エリア中心部

昭和エリア周辺部 池田エリア

N=503
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い続ける(N=56)

使わなくなる(N=44)

使い始める(N=47)

使わない(N=356)

共通エリア 共通エリア周辺部

西部エリア 昭和エリア中心部 N=503

■使わなくなる人

昭和エリア
池田エリア

「使わなくなる人」の居住地分布

西部エリア 昭和エリア中心部

昭和エリア周辺部 池田エリア

N=503

中心部（市街地）に多く分布

西部エリア

共通エリア

共通エリア
周辺部
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い続ける(N=56)

使わなくなる(N=44)

使い始める(N=47)

使わない(N=356)

共通エリア 共通エリア周辺部

西部エリア 昭和エリア中心部 N=503

■使い始める人

昭和エリア
池田エリア

「使い始める人」の居住地分布

西部エリア 昭和エリア中心部

昭和エリア周辺部 池田エリア

N=503

郊外部（昭和エリア）に多く分布

西部エリア

共通エリア

共通エリア
周辺部
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路線バス・DRTの選好意識，個人属性，市街地までの距離なども含め

バス利用変化別で数量化Ⅱ類を用いて要因を分析バス利用変化別で数量化Ⅱ類を用いて要因を分析
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使い続ける使わなくなる

自分で運転できる

市街地までの距離が
5km以下

-0.1363

-0.1729

0.1191

-0.0722

0.0404

0.1815

-1 -0.5 0 0.5 1

路線バス

どちらでもない

DRT

男性

女性

64歳以下

1
2

路線バス・DRT
選好意識

性別

使わなくなる要因

事前路線バス利用者の利用変化の特性

-0.0290

-0.1123

-0.6369
0.8046

0.4662

-0.6355
0.2644

0.9329

65-74歳

75歳以上

運転

送迎

車なし

5km以下

5-10km

10km以上

3
4

5

年齢

自動車
使い方

市街地
までの
距離

N=53 相関比：0.2725 的中率：77.4%

軸の重心
使い続ける：0.4886

使わなくなる：-0.5472

以前路線バスを利用していた人
バス利用をやめている

使わなくなった人の特性を
考慮した交通体系が必要
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0.1197

-0.6021

0.2001

-0.1012

0.0896

-0.4139

-1 -0.5 0 0.5 1

路線バス

どちらでもない

DRT

男性

女性

64歳以下

1
2

路線バス・DRT
選好意識

性別

75歳以上の高齢者

自分で運転できない

市街地までの距離

使い始める使わない

使い始める要因

事前路線バス非利用者のバス利用変化の特性

0.0837

0.5682

-0.2535

0.7351

0.7662

-0.4222

0.0757

1.0042

65-74歳

75歳以上

運転

送迎

車なし

5km以下

5-10km

10km以上

3
4

5

年齢

自動車
使い方

市街地
までの
距離

N=53 相関比：0.2725 的中率：77.4%

軸の重心
使い続ける：0.4886

使わなくなる：-0.5472

10km以上

こういった条件下では
新たに使い始められる交通体系

として適している
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い続ける(N=36)

使わなくなる(N=27)

使い始める(N=33)

変わらなく使わない(N=225)

300m以下 300m-500m 500m-1km 1km以上 N=321

*(+) **(-)

**(+)

商業施設までの距離

使い続ける人
最寄商業施設1km以上
最寄医療機関1km以上
→施設から遠距離の利用

使わなくなる人
最寄医療機関500m-1km

目的地までの距離がDRT評価に及ぼす影響

300m以下 300m-500m 500m-1km 1km以上 N=321

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い続ける(N=36)

使わなくなる(N=27)

使い始める(N=33)

変わらなく使わない(N=226)

300m以内 300m-500m 500m-1km 1km以上 N=322

*(+)**(-)

**(-)**(+)

**(+)

最寄医療機関500m-1km

変わらなく使わない
最寄商業施設300m-
500m
→施設から中距離の利用

目的地までの距離がDRTの
評価に関係している可能性

医療機関までの距離
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デマンド交通と定時定路線のシステムを地
域特性に合わせて導入する必要がある
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（事例）高梁市の公共交通
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高梁市

• 岡山県の中西部に位置する人口約3.5万人（平成22
年国勢調査）の自治体である。

• この地域は、古来「備中の国」の中核を占め、近世
では幕藩体制下で、松山藩の中心として、また近代以
降においても政治、経済、教育の中心地として栄え、
今日に至っている。

• 平成22年国勢調査において、前回の国勢調査から、• 平成22年国勢調査において、前回の国勢調査から、
県内で最も人口減少率が高く（▲9.9%）なっている。

• 高齢化率も高く（約35%）、高齢者のみの世帯が全世
帯の約14%を占めている点も特徴となっており、急速
な人口減少と高齢化の進展する状況下で市民生活を
維持するための移動手段の確保策が急務となってい
る。
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人口分布
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バスネットワーク

● 宮瀬口

ＪＲ伯備線は、
上り線（岡山方面）46本（うち特急が15本）
下り方面30本（うち特急が15本）運行

注：みなし4条を除く

● 出口

● 川上BC

1回
5回
10回
15回
20回
25回
30回
35回

曜日運行
1回
3回
5回
10回

生活福祉バス

4条路線バス

● 高梁駅

● 地頭
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注1）50ｍメッシュ人口：
集落人口データと電話帳住所データから算出

バス停から
半径400ｍ圏

50m

78



20120301 交通実践セミナーin山口

地域公共交通総合連携計画の基本方針と目標

 

市民の生活を

支えるための

持続可能な公

共交通体系を

構築します 

１ 市民の生活を支える利便性の高い地域公共交通 

２ 交通サービスの役割分担を明確にした持続可能な地域公共交通 

３ 地域活性化に資する地域公共交通 

基本方針               地域公共交通の活性化・再生の目標 

目標１ 市民の生活を支える利便性の高い地域公共交通
市内の各地域において、買物・通院・通学といった活動を支える公共交通をニーズに即した
サービスでの運行を実現します。これら生活に密着した交通は、市民・行政・交通事業者が
連携して協働で計画・運行・維持に取り組みます。また、運行だけでなく、待合い環境や情
報提供など、総合的に使いやすい公共交通体系を構築します。

目標２ 交通サービスの役割分担を明確にした持続可能な地域公共交通
４条路線バス、生活福祉バス、乗合タクシー、タクシー（賃走）、目的限定輸送（専用スク
ールバス等）などの交通サービスの役割分担を明確にして、効率的で持続可能な公共交通体
系を構築します。サービスの見直し基準を明確にして、社会状況の変化に柔軟に対応した地
域公共交通を目指します。

目標３ 地域活性化に資する地域公共交通
市街地の魅力向上、観光振興に向けた公共交通施策を推進します。
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評価指標
目     標 評  価  指  標 

目標１  

市民の生活を支える利便

性の高い地域公共交通 

評価指標１ 公共交通が利用できない人口の低減 

 具体的数値：50ｍメッシュ人口分布によるバス停から 400ｍ以上離れ

た人口 

 現在の数値：8,500 人 

 目標の数値：5年間で 80％低減 

評価指標 2 最低限の活動が可能な運行回数の確保 

 具体的数値：バス停から 400ｍ以下であるが、利用可能な公共交通の

運行回数が曜日運行の場合も含めて 1 日 2 回（2 往復 4

便）未満の地区に居住する人口 

 現在の数値：3,700 人 

 目標の数値：5年間で 100％低減 

評価指標 3 公共交通サービスの満足度向上 

 具体的数値：アンケート調査による「総合的な公共交通の満足度」の

5 段階評価のうち「満足」「やや満足」の割合 

 現在の数値： 36％ 

 目標の数値：5年間で 14％増加 

目標２  

交通サービスの役割分担

を明確にした持続可能な

地域公共交通 

評価指標１ 収支率 20％未満の 4 条路線バスの縮小 

 具体的数値：年間の収支率 20％の路線・系統数 

 現在の数値：6路線 

 目標の数値：5年間で 0を目指す 

評価指標 2 1 便当りの利用者数 1 人未満の生活福祉バスの縮小 

 具体的数値：年間の平均利用者数が 1人/便未満の路線数 

 現在の数値：8路線 

 目標の数値：5年間で 0を目指す（スクール利用を除く） 

目標３  

地域活性化に資する地域

公共交通 

評価指標１ 市街地循環線利用者数の増加 

 具体的数値：市街地循環線の年間利用者数 

 現在の数値：29,300 人（運送収入から算出）  

 目標の数値：5年後、年間 50,000 人を目指す 

評価指標 2 観光タクシー利用者数の増加 

 具体的数値：観光タクシーの年間利用数 

 現在の数値：120 件 

 目標の数値：5年間で 2倍を目指す 
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運行見直しの流れ
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運行の効率化

0

50

100

150

200

250

高
梁
駅

日
本
生
命
前

横
町
轟
橋
落
合
橋

鹿
之
助
前

阿
部
市
場

ゆ

め
タ
ウ

ン

備
北

オ
ー

ト

井
谷
地
蔵
前

藤
倉
上
境
谷

日
名
口

東
町
成
羽
病
院
前

稲
荷
口

中
銀
前

成
羽
古
町
成
美

コ
ミ

ュ

住
電
前

神
社
前

佐
原
荒
神
谷

佐

々
木
下

佐

々
木

佐

々
木
上
組

川
合
川
上

バ

ス
セ

高齢者

一般

高校

中学

小学

就学前

0

50

100

150

200

250

川
上

バ

ス
セ

川
合
佐

々
木
上
組

佐

々
木

佐

々
木
下

荒
神
谷

佐
原
神
社
前

住
電
前

成
美

コ
ミ

ュ

古
町
成
羽
中
銀
前

稲
荷
口

成
羽
病
院
前

東
町
日
名
口

上
境
谷

藤
倉
地
蔵
前

井
谷
備
北

オ
ー

ト

ゆ

め
タ
ウ

ン

阿
部
市
場

鹿
之
助
前

落
合
橋

轟
橋
横
町
日
本
生
命
前

高
梁
駅

高齢者

一般

高校

中学

小学

就学前

前 ン
前
ト
セ

ン
タ
ー
前

前 ュ
ニ
テ

ィ
ー
前

組セ

ン
タ
ー

セ

ン
タ
ー

組 ュ
ニ

前 ト
セ

ン

ン
前

前

地頭 川上BC 成羽 高梁BC

地頭 川上BC 成羽 高梁BC

現 況

再編案

82



20120301 交通実践セミナーin山口

高校MM
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啓発小冊子
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高校生の半数以上が自家用車で送迎しても
らうことがあるとし、高校生の４人にひと
りが、ほぼ毎日（２０日以上）送迎しても
らっています。そのうちの９割が登下校と
もほぼ毎日送迎してもらっています。

20日以上

24%

20日以上

25%

6~19日

8%

6~19日

6%

2~5日

16%

2~5日

15%

1日以下

5%

1日以下

5%

ゼロ・未回答

48%

ゼロ・未回答

49%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下校時 595

登校時 595

n=
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自家用車で送迎をしてもらっている高校生の
57％、保護者の59％が自家用車送迎を自粛し
たいと思っています。

思う

25%

思う

20%

少し思う

34%

少し思う

37%

思わない

41%

思わない

43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者 309

高校生 313

n=
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自家用車送迎を自粛したいと思う高校
生の50％、保護者の62％が３割以上自
粛したいと考えています。

5割以上

41%

5割以上

24%

4割程度

9%

3割程度

16%

3割程度

17%

2割程度

15%

2割程度

15%

1割程度

14%

1割程度

15%

数%程度

9%

数%程度

19%

4割

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者 174

高校生 170

n=
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35%

小冊子を読んだ感想として、内容的に興味深いと
する割合は、「クルマと交通安全」「クルマと環
境」が相対的に高くなっています。

55%

44%

50%

32%

24%

35%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

クルマと交通安全

クルマと健康・
ダイエット

クルマと環境

高校生 555

保護者 548
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各人用のチラシ

通学時の路線バス利用回数
が登校時では4.5%、下校時
では8.2%増加した。
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備中ふれあいタクシーのチラシ
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備中ふれあいタクシーのチラシ
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地域担当のドライバー

基本は自営業者で、予
約がなければ本業

行政からの委託費用で管理費等まかなう

ドライバーは、利用者からの運賃を得られ
るため、予約を取れば収入増。

タクシー会社

信頼関係を築く
次の予約も取ってくる

運営するタクシー会社にとっては、本来の収
入を失うことになりかねないが、地域の人に
外に出て活動して欲しいという外出支援。

外出する人が増え、地域が活性化すること
により本業にも返ってくる？

利用者

ドライバー
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市販ソフトを組み合わせたデマンドシステム

大規模なデマンドシステムではなく、予約電話の電話番号と会員データ
ベースとを自動照合（CTI：Computer Telephony Integration）し、市販
の地図ソフトを連携させることにより簡易な配車システムを作成。
ドライバーとはメールにより翌日の運行ルートを伝える。
各ドライバーも同じソフトの入ったノートPCを持つことで、情報共有も
行っている。
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